
親
驚
の
大
行
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
徳

|
|
能
所
不
二
錯
融
無
辱
説
の
根
拠
|

永

道

雄
・
・
・
・
四
O
五

親
驚
の
「
自
覚
」
の
自
己
超
越
性
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

|
|
行
修
否
定
の
道
理

i
l

野

蓮

明
・
・
・
・
四
三

証
空
の
念
と
芦
と
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
徳

岡

亮

英
・
・
・
・
四
一
完

浄
土
宗
捨
世
派
に
お
け
る
理
論
と
実
践
・

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 ・
・
・
・
・
・
・
深

ー
ー
ー
特
に
関
通
流
を
中
心
と
し
て
|
|

貝

強山

孝
・
・
・
・
四
宜
七

『
マ
ハ

i
ヴ
ア
ス
ツ
』
所
説
の
菩
薩
思
想
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
藤

1

1
十
地
に
見
ら
れ
る
菩
薩
の
実
践
行
に
つ
い
て
|
|

村

隆

淳

33 

空
衣
派
ジ
ャ
イ
ナ
教
に
お
け
る

g
E聞
の
凶

5
の
実
践
と
そ
の
根
拠
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
奥

田

清

明

17 

。-
S
E
E当日

bazs宵
ω
B巳

org

|
|
国
王
に
あ
て
た
包
罰
円
山
の
手
紙
|
|

白

崎

顕

成

1 

イ
ン
ド
哲
学
に
お
け
る
知
と
行

州、
N
h
w
H千
円
叫
ん
も

sb
の
議
論
|

l
B
m
D仰
と
}
内
山
門
自
白
ロ
に
関
す
る

村

上

真

出
克

序

知
と
行
の
問
題
は
種
々
の
方
向
に
お
い
て
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
知
行
合
一
、
実
践
の
階
梯
に
お
け
る
行
と
知
の
位
置
づ
け
、
善

悪
の
行
と
知
と
悟
り
の
関
係
な
ど
で
あ
る
。
知
や
行
を
何
と
規
定
す
る
か
に
応
じ
て
種
々
の
問
題
が
考
え
ら
れ
て
く
る
。
し
か
し
、
こ

こ
で
は
、

イ
ン
ド
哲
学
で
、
古
く
よ
り
論
題
と
さ
れ
て
き
た
特
殊
の
問
題
を
と
り
あ
げ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
生
の
目
的
と
さ
れ
る
最
高

の
幸
福
(
邑
宏
円
。
吉
田
釦
)
、
或
い
は
解
脱
(
白
鳥
宮
)
を
得
る
た
め
に
、
知
(
〕

ggw
〈
庄
司
か
)
と
業

(
W
R
B
m
H
P
行
為
、

と
く
に
祭
事
行

為
、
行
祭
)
の
い
ず
れ
が
重
要
で
あ
る
か
(
1
)
、
両
方
と
も
必
要
で
あ
る
か
、
何
故
か
、

と
い
う
問
題
で
あ
る
。
今
は
そ
の
問
題
を
サ
I

め九州晴、雲、
b
'
F
旬
、
お
向
(
め
同
)
も
人
生
は
苦
で
あ
る
と
見
、

そ
の
苦
を
漉
す
る
方
法
の
探
究
を
め
ざ
し
て
い
る
。
苦
を
誠
ず
る
方
法
と

し
て
、

日
常
経
験
的
に
知
ら
れ
る
安
易
な
方
法
(
医
療
、
美
女
、
美
食
、
呪
術
等
)
も
、
確
実
、
究
極
的
な
も
の
で
は
な
い
窃
同
同
)
。
ま
た

天
啓
聖
典
に
従
う
(
劃
ロ
ロ
bsi-S)
祭
記
の
実
行
に
よ
っ
て
苦
を
避
け
楽
を
得
る
道
が
あ
る
が
、

そ
れ
も
確
実
・
究
極
的
で
は
な
く
、

イ
ン
ド
哲
学
に
お
け
る
知
と
行
(
村
上
真
完
)



イ
ン
ド
哲
学
に
お
け
る
知
と
行
(
村
上
真
完
)

承
認
さ
れ
な
い
。

そ
れ
と
反
対
に
サ
l
γ

ク
ヤ
哲
学
の
認
識
に
よ
る
道
が
よ
り
す
ぐ
れ
て
い
る
(
何
門
担
、

と
い
う
趣
旨
が
述
べ
ら
れ

る
天
啓
聖
典
に
従
う
道

S
D
a
s
i
E
)
を
業

(
W
耳
目
白
P
行
祭
)
と
し
、

こ
れ
に
対
し
て
サ
l
y
グ
ヤ
哲
学
の
道
を
知
心
凶
mH岡
山
)
と

し
て
、
難
解
な
議
論
を
展
開
し
て
い
る
の
は
吋
主
主
・
色
町
、
s
h
(
Y
)
で
あ
る
。
そ
の
議
論
(HN・(
v
v
・
-ιmHH色
。
ヨ
)
白
色
-
w

旬開】
-
E
I
N
P
m
w
a
-

己門
N
)

は
め
同
の
主
旨
に
沿
い
つ
つ
も
、

特
に
聖
典
の
解
釈
法
に
よ
っ
て
行
祭
の
絶
対
性
を
主
張
す
る
反
対
論
者
と
の
対
論
か
ら
成

っ
て
い
る
。
こ
こ
に
想
定
さ
れ
て
い
る
反
対
論
は
、
以
下
に
見
る
よ
う
に
、
恐
ら
く
は
主
に
ミ
l
マ
γ
サ
1
派
、
或
い
は
ヴ
ェ
ー
ダ
I

ン
タ
派
の
一
部
の
主
張
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ま
そ
の
議
論
の
筋
を
た
ど
っ
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
問
題
の
所
在
を

探
っ
て
み
よ
う
(
2
)
。
い
ま
反
対
論
(
℃
母
〈
中
旬
旬
、
一

Em)
を

(P)、
自
説
(
印
庄
内
出
品
丘
町
凶
)
を

(
S
〉
で
示
し
て
、

要
点
を
示
す
。
(
以
下
原
文

の
理
解
に
お
い
て
必
要
な
語
を
補
い
、
冗
長
な
議
論
を
要
約
し
て
み
る
。
)

導

入

部

ま
ず
、
こ
の
議
論
の
導
入
部
に
お
い
て
、

(
P
〉
は
「
教
典
に
説
か
れ
る
行
祭
の
規
定
安
時
旨
中

i
a己
)
」
が
、
苦
棋
の
方
法
と
し
て

確
実
に
し
て
究
極
的
だ
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て

(
S
)
は
行
祭
の
果
は
直
接
知
覚
さ
れ
な
い
か
ら
、
行
祭
は
苦
誠
の
方
法
と
し
て
確
実

で
は
な
い
、

と
い
う
。
し
か
し
(
P
)
に
す
れ
ば
、
果
が
認
め
ら
れ
な
い
の
は
方
法
に
欠
陥
が
あ
る
と
推
論
す
べ
き
で
あ
る
。
何
と
な
れ

ば
因
が
あ
れ
ば
必
ず
果
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
業
会
民
自
信
切
行
祭
を
含
む
〉
に
果
が
な
い
な
ら
ば
輪
廻
も
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
、
不
合
理
で
あ
る
。
故
に
行
祭
は
確
実
で
あ
る
。
ま
た
天
啓
聖
典
(
旬
、
芯
を
∞
・
ぉ
・

ω)
は、

ソ

I
マ
を
飲
む
こ
と
に
よ
っ
て
不

死
を
得
る
と
説
い
て
い
る
か
ら
、
行
祭
は
究
極
的
で
あ
り
、
そ
れ
の
み
実
践
す
べ
き
で
あ
り
、

サ
l
ン
グ
ヤ
哲
学
の
探
究
は
無
用
だ
と

難
ず
る
o
e
-
N
t
l
H
a

取
意
要
旨
)

反
対
論
(

P

)

は
天
啓
聖
典
を
絶
対
的
な
も
の
と
見
倣
し
、
そ
こ
に
説
か
れ
る
祭
杷
の
実
行
も
絶
対
的
な
意
味
を
有
す
る
と
い
う
立
場

に
立
ち
つ
つ
、
そ
の
限
り
で
、
合
理
的
な
解
釈
法
を
採
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

Y
も
そ
の
自
説
を
述
べ
る
に
あ
た
っ
て
、
同
様

に
聖
典
を
典
拠
と
し
つ
つ
、
聖
典
の
解
釈
法
に
従
っ
て
論
を
進
め
て
い
る
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
論
難
に
対
し
て
め
同
N

前
半
が
引
か
れ
る
。
こ
れ
は
Y
に
従
え
ば

『
天
啓
聖
典
(
ヴ
ェ
ー
ダ
)
に
従
う
〔
苦
滅
の
方
法
た
る
行
祭
〕
は
経
験
的
に
知
ら
れ
る
〔
安
易
な
方
法
〕
と
同
様
に
〔
承
認
さ
れ
な
い
o
u

何
と
な
れ
ば
そ
れ
(
行
祭
と
い
う
方
法
)
は
不
浄
(
殺
生
)
と
消
滅
(
無
常
)
と
優
越
(
優
劣
)
と
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
だ
』

(色村・引け
m・4
何
色
伽
ロ
ロ
b
E
J
A
w
m
q
m
m
H
M
M可
知
〈
広
c
a
a
H日2
日両日明白山
1MF件目
bg-m-M可HHWJEO)

と
解
さ
れ
る
。
以
下
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
展
開
さ
れ
る
。
そ
の
第
一
の
論
点
は
天
啓
聖
典
に
従
う
道
た
る
行
祭
が
不
浄
で
あ
る
か

否
か
で
あ
る
。

不

浄

(
S〉

ヴ
ェ
ー
ダ
に
従
事
つ
道
た
る
行
祭
は
不
浄
(
釦
i
宮内
E
E
)
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
何
と
な
れ
ば
ヴ
ェ
ー
ダ
は
殺
生
を
規
定

し
て
い
る

(E召
匙
EiaH同
ロ
凶
)
。
ま
た
殺
生
は
不
浄
で
あ
る
。
生
類
の
愛
す
る
身
体
を
傷
つ
け
る
か
ら
で
あ
る
守
・
広
岡
田
l
H
U
H
-

(
P
)
 
行
祭
(
供
犠
)
に
お
け
る
殺
生
は
教
具
に
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
か
ら
(
針
斧

E
E
g門
皆
川
岸
乱
。
、
不
浄
で
は
な
い
。

(
S
)
 
ヴ
ェ
ー
ダ
の
権
威
性
を
承
認
す
る
者
に
あ
っ
て
は
そ
う
で
あ
ろ
う
が
、

サ
l
ン
グ
ヤ
派
は
論
理
を
追
求
す
る
(
伊
丘
ロ
a

J1包ー
ω-EWZ
皆
目
白
"
因
論
に
通
暁
し
て
い
る
)
。
ヴ
ェ
ー
ダ
の
権
威
性
は
承
認
さ
れ
な
い
か
ら
、

や
は
り
行
祭
に
お
け
る
殺
生
は
不
浄
で

イ
ン
ド
哲
学
に
お
け
る
知
と
行
(
村
上
真
完
)



イ
ン
ド
哲
学
に
お
け
る
知
と
行
(
村
上
真
完
)

四

あ
る
。(P
)
 
サ
l
ン
グ
ヤ
派
は
聖
言
量

(
S
Z七
日
R
g
w
信
頼
で
き
る
人
の
言
葉
)
を
認
識
根
拠
(
量
)
と
し
て
認
め
た
か
ら
、

聖
言
量

た
る
ヴ
ェ
ー
ダ
を
認
識
根
拠
で
な
い
と
い
う
の
は
自
説
に
相
違
す
る
。

(
S
)
 
ヴ
ェ
ー
ダ
は
聖
言
量
で
は
な
い
。

f、、
P 
'-' 

ヴ
ェ
ー
ダ
の
言
葉
即
ち
伝
統
説

2
5
D
U
-吉
、
)
は
人
の
意
識
に
も
と
づ
く
も
の
で
な
く

(
8
c
E包・
σロ門
E
E也
ロ
ミ
ω}内問、)、

独
立
な
も
の
で
、
人
の
至
福

(Ebb円
。
苫
印
山
)
の
た
め
に
行
わ
れ
る
。
ま
た
ヴ
ェ
ー
ダ
な
し
に
は
不
浄
で
あ
る
こ
と
も
成
立
し
な
い

こ
と
に
な
る
。
故
に
サ

l
ン
ク
ヤ
派
の
議
論
は
考
察
に
価
し
な
い
。
(
以
上
H
Y
H
窄
l
H
N

取
意
要
旨
)

議
論
は
ヴ
ェ
ー
ダ
の
権
威
を
認
め
る
か
否
か
、

と
い
う
点
に
な
っ
た
。

色
町
も
聖
言
量

(ε片山
E

寸
宮
山
口
問
)
を
認
め
(
め
同
A
H
)

、

「信

頼
で
き
る
天
啓
聖
典
」
(
同
℃
片
山

'UE片
山
)
と
定
義
す
る
(
め
円
切
)
。

こ
れ
に
つ
い
て
ど
の
註
釈
書
も
ヴ
ェ
ー
ダ
と
見
、

さ
ら
に
古
伝
聖
典

(
的
自
立
む
を
も
加
え
る
解
釈
が
あ
る
。
但
し

h
b遣
さ
s
h
b
討
の
み
は
ヴ
ェ
ー
ダ
と
明
記
し
て
い
な
い
。
ま
た

M
d崎
ね
ら
ぬ
同
司
令

H

・U1
の
註

釈
で
〈
1
w
g
は
聖
言
量
を
説
明
し
て
い
る
が
、

ヴ
ェ
ー
ダ
と
は
し
て
い
な
い
。

Y
に
も
『
凡
そ
誰
で
も
或
る
こ
と
に
つ
い
て
専
念
し
、

行
為
に
つ
い
て
汚
れ
な
き
者
は
、

そ
れ
に
つ
い
て
信
頼
で
き
る
人
で
あ
り
、
そ
の
人
の
教
示
(
ロ
℃
包
広
何
回
)
が
聖
言
量

(
S
Z・4
2山
口
問
)

で
あ
る
』
(
匂
・

ω日
T
J
m
w
a
め
同
日
仏
)
と
い
う
説
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
こ
れ
は
聖
言
量
を
ヴ
ェ
ー
ダ
と
し
な
い
の
で
あ
る
す
な

し
か
し
後
で
は
Y
も
聖
言
量
を
天
啓
聖
典
と
し
(
匂
・

8
g
t
g
)、
前
掲
の

(
P
〉
の
立
場
に
一
致
す
る
。

Y
に
お
い
て
ヴ
ェ
ー
ダ
の
権
威
を

否
定
す
る
前
掲
の
立
場
と
、
後
の
肯
定
す
る
立
場
と
が
混
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
混
在
は
め
同
(
N
と
切
)
に
も
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、

Y
に
お
い
て
は
二
つ
の
立
場
の
会
通
の
可
能
性
が
あ
る
。
即
ち
天
啓
聖
典
を
条
件
に
権
威
と
仰
ぐ
の
で
は
な
く
、
自
説
の

根
拠
と
な
り
う
る
限
り
に
お
い
て
聖
言
量
と
認
め
る
の
で
あ
ろ
う
。

さ
で
右
に
お
い
て
ヴ
ェ
ー
ダ
の
権
威
を

(
S
〉
は
そ
の
ま
ま
承
認
し
な
い
の
で
、
行
祭
に
お
け
る
殺
生
が
不
浄
で
あ
る
こ
と
を
、
論
理

的
に
根
拠
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
次
の
よ
う
な
対
論
の
往
復
が
続
く
。

(
S
)
 
殺
生
は
生
類
の
愛
す
る
身
体
を
傷
つ
け
る
か
ら
不
浄
で
あ
る
と
、
ど
う
し
て
決
定
で
き
る
か
。

(
P
)
 
教
血
〈
(
お
印
門

E)
に
従
っ
て
述
べ
る
べ
き
で
あ
る
。

(
S
)
 
教
典
が
供
犠
祭

(WEE)
に
お
い
て
殺
生
を
説
い
て
い
る
。
供
犠
即
ち
殺
生
に
よ
っ
て
法
(
功
徳
)
が
生
ず
る
と
い
う
の

は
根
拠
が
あ
り
、
他
の
殺
生
に
お
い
て
は
そ
う
で
な
い
の
は
何
故
か
。
(
と
い
う
と
)

(
S
)
 
不
殺
生
は
愛
護
(
山
口
口
m
E
F
P
恩
恵
)
を
、
殺
生
は
加
害
官
官
、
my仙
一
片
山
)
を
特
相
と
す
る
か
ら
、
直
接
知
覚
か
ら
成
立
し

て
い
る
。
(
P〉

否
。
師
の
妻
と
の
情
交
(
H

愛
護
と
も
な
る
)
や
、
弟
子
の
教
育
(
H

懲
罰
u
加
害
と
な
る
)
の
場
合
を
見
て
も
、
愛
護
は

正
し
く
加
害
は
不
正
で
あ
る
と
は
い
え
ま
い
。

(
S
)
 
教
典
は
不
殺
生
を
説
き
他
方
殺
生
(
供
犠
)
を
説
く
か
ら
、
矛
盾
し
て
い
る
。

(
P〉

否
。
不
殺
生
を
一
般
的
規
定
(
丘
団
員
哲
)
と
し
、
行
祭
に
お
け
る
殺
生
を
例
外
規
定
(
者
向
〈
包
山
)
と
す
る
と
い
う
区
別

が
あ
る
か
ら
、
教
典
に
は
矛
盾
は
な
い
。
供
犠
祭
に
お
け
る
殺
生
は
不
浄
で
あ
る
、

と
は
正
し
く
な
い
。

(
S
)
 
否
。
我
々
は
ヴ
ェ
ー
ダ
の
権
威
性
に
反
駁
す
る
の
で
は
な
い
。

む
し
ろ
ヴ
ェ
ー
ダ
の
規
定
す
る
行
祭

(wmRBmgw
業
)

は
天
を
得
る
因
と
な
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
実
践
は
生
類
を
殺
す
こ
と
な
し
に
は
出
来
な
い
か
ら
、
利
J
T
欲
す
る
も
の
に
よ
っ
て
は

か
え
り
み
ら
れ
な
い
。
『
自
ら
に
嫌
な
も
の
を
他
人
に
与
え
る
勿
れ
。
:
:
:
』
(
足
一
切
除
-
u
・

s-匂
L
ω
-
H
E・
∞
)
と
い
う
の
で
あ
る
。

(
P〉

ど
う
し
て
殺
生
は
不
浄
か
。

イ
ン
ド
哲
学
に
お
け
る
知
と
行
(
村
上
真
完
)

五



イ
ン
ド
哲
学
に
お
け
る
知
と
行
(
村
上
真
完
)

ノ、

(
S
)
 
殺
生
に
よ
っ
て
、
あ
わ
れ
み
の
た
め
に
、
悲
痛
の
念
(
℃
間
宮
即
日
記
)
が
我
々
の
心
に
生
ず
る
。
ぞ
れ
が
不
浄
で
あ
る
。

結
果
に
お
い
て
不
浄
で
あ
る
の
を
因
に
対
し
て
適
用
し
て
殺
生
は
不
浄
で
あ
る
、

と
い
h

っ。

(
P
)
 
ど
う
し
て
そ
れ
が
師
の
意
図
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
か
。

(
S
)
 
天
啓
に
従
う
道
が
讃
美
さ
れ
る
が
、
『
そ
の
反
対
が
よ
り
す
ぐ
れ
て
い
る
』
(
め
同
N
S
と
説
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
よ
り
更

に
サ
l
ン
グ
ヤ
説
は
優
越
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。
(
以
上
℃
H
V
-
H
U
B
-
-
5
5
取
意
要
旨
)

以
上
の
議
論
で
は
、

ヴ
ェ
ー
ダ
の
権
威
と
行
祭
を
否
定
す
る
論
調
は
後
退
し
て
し
ま
い
、

ヴ
ェ
ー
ダ
の
権
威
に
妥
協
し
て
い
る
よ
う

だ
。
し
か
し
、
供
犠
に
お
け
る
殺
生
が
不
浄
で
あ
る
、

と
い
う
主
張
そ
聖
典
の
権
威
と
は
独
立
に
、

人
間
本
来
の
あ
わ
れ
み
の
心
(
側

隠
の
情
)
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

行
祭
が
殺
生
を
伴
う
か
ら
不
浄
で
あ
り
、
欲
し
な
い
果
(
H
米
等
に
生
ま
れ
る
こ
と
)
が
生
ず
る
、

と
い
う
議
論
は
切
ミ
念
室
H
Z

め
ぬ
同
ミ

ω
-
H
-
N
切
に
も
異
説
と
し
て
出
て
お
り
、
そ
れ
を
バ
ハ

I
ス
カ
ラ
(
∞
F
P
田
宮
巴
門
戸
)
は
サ
l
ン
グ
ヤ
説
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
ヴ

い
ま
シ
ャ
ン
カ
ラ

(ω
邑
-wmHE)
の
註
釈
に
よ
っ
て
そ
の
要
旨
を
た
ど
る
と
こ
う
で
あ
る
。

ェ
l
ダ
I
ン
タ
派
の
立
場
は
反
対
で
あ
る
。

法
、
非
法
は
教
典
(
即
ち
ヴ
ェ
ー
ダ
)
か
ら
の
み
知
ら
れ
る
。
殺
生
を
伴
う
行
祭
は
不
浄
で
あ
る
と
は
い
う
べ
き
で
な
い
。

一
方
、
教
典

が
殺
生
を
非
法
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
一
般
的
規
定
(
ロ

Z
R哲
)
で
あ
り
、
行
祭
に
お
け
る
殺
生
は
例
外
規
定
官
官
、
4
似
合
)
で
あ
る
、

と
い
う
。
〔
バ
ハ

I
ス
カ
ラ
も
同
様
に
解
す
る
が
、

一
般
的
規
定
を
包
BMEM-m'45zw
例
外
規
定
を

i
bめ包
'i門
同
日
比
(
特
殊
規
定
)
と

い
h

つ。〕
こ
こ
で
、
法
、
非
法
の
根
拠
(
H
教
典
H

ヴ
ェ
ー
ダ
)
と
、

教
典
の
矛
盾
を
、

一
般
規
定
(
不
殺
生
)
と
例
外
規
定
(
行
祭
に
お
け
る
殺

生
)
に
よ
っ
て
解
消
す
る
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
解
釈
は
、

ち
ょ
う
ど
先
の
Y
の
(

P

)

の
主
張
に
一
致
し
て
い
る
。

但
し
Y
が
シ
ャ
ン
カ
ラ
を

知
っ
て
い
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
は
問
題
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
(
4
1

ヴ
ェ
ー
ダ
の
規
定
す
る
祭
記
(
供
犠
)
の
実
践
を
ど
う
位
置
づ
け
る
か
、

サ
l
ン
グ
ヤ
派
に
お
い
て
も
異
説
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
パ
ン

チ
ャ
シ
カ
(
司
山
岡
山

ES訟
日
岳
山
)
に
帰
せ
ら
れ
る
断
片
に
は

『
〔
供
犠
に
は
罪
悪
の
〕
些
少
な
る
混
請
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
〔
が
、
そ
れ
は
〕
除
く
こ
と
が
で
き
、
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
』
(
吋
ミ
目

H

S
ぎ
ミ
ミ
ミ
剛
山
仏
~
山
門
戸

5
h
a
t
g
H司
令

E
N
w
b
r
E
N

・ロ)

と
あ
り
、
供
犠
を
否
定
す
る
姿
勢
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
Y
は
供
犠
否
定
の
議
論
を
精
般
に
追
究
し
て
い
る
。

四

捨

離
(
行
祭
の
放
棄
)

Y
は
行
祭
(
供
犠
)
が
不
浄
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
後
に
、
閉
山
口
口
吋
臥

g
(捨
離
、
遁
世
、
放
棄
)
に
関
す
る
費
否
の
議
論
を
展
開
す
る

(℃℃・

5
H白
呂
田

)ogロ
ロ
ユ
巴
留
と
は
家
庭
を
捨
て
て
出
家
し
、
世
捨
人
と
し
て
、
遊
行
の
行
者
と
し
て
生
き
る
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ

ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
、
特
に
、
行
祭
の
放
棄
(
捨
離

)
(
W
R
B
S品ー
:-gロ
ロ
ユ
E
H
Y
H
)
・
5
J
J
T
問
題
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、

い
ま
ま
で
の
議
論
に
よ
っ
て
行
祭
(
供
犠
)
は
不
浄
を
伴
う
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
祭
は
否
定
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て

反
対
論
(
P
〉
は
行
祭
の
放
棄
(
捨
離
)
は
あ
り
え
な
い
と
い
っ
て
改
め
て
反
論
す
る
こ
と
に
始
ま
っ
て
、
新
し
い
論
点
と
し
て
行
祭
の
放

棄
(
捨
離
)
の
可
否
が
論
ぜ
ら
れ
る
。
こ
の
議
論
は
、
行
祭
を
不
浄
と
し
て
否
定
す
る
議
論
に
付
随
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、

そ
の
議
論
の

最
後
は
『
こ
の
よ
う
に
不
浄
と
の
結
合
が
成
立
す
る
』
(
℃
・
呂
田
)
と
結
ぼ
れ
て
い
る
。

捨
離
(
印
mEDU1rp
と
く
に
行
祭
の
放
棄
)
は
妥
当
で
な
い
(
申
告
ロ
ユ
印

mwgc官
官
在
廿
)
。
教
血
〈
は
死
ぬ
ま
で
行
祭
と
の

不
離

(mJ1-3mm)
を
命
じ
て
い
る
。
〔
句
hNHGRVむ
忌
hH'NW
司、・巴
-hF
・H
-
H

の
類
文
(
H
∞
与
問
何
回
印
〈
伽
H
E
p
h
bさ
利
時
吋

N
h
h
G
N
ど
さ
B
N
w
p
h旬
、
む

(
P
)
 

イ
ソ
ド
哲
学
に
お
け
る
知
と
行
(
村
上
真
完
)

七



イ
ン
ド
哲
学
に
お
け
る
知
と
行
(
村
上
真
完
)

/¥ 

N
-
A
H
h

悼)と

h
h・句、
.
M
m
H
σ

を
引
用
す
る
。
〕

'" S 
'-./ 

行
祭
の
規
定
(
宮
門
Bm凶E
〈

E
E
)
を
成
就
す
る
方
法
(
由
包
F
m
g
)
は
本
性
的
な
も
の
で
な
い
か
ら

(
5
4
S
E
i
-
S守
宮
)
、

実
行
(
匂
5
3
m
p
n
E』内
54mH江戸
M

オ
巳
M10mmw)
以
前
に
〔
果
を
〕
獲
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
行
祭
は
無
常
で
あ
る
。

(
P
)
 
推
論
上
の
理
由
と
教
典
と
で
矛
盾
が
あ
る
場
合
、
教
典
が
よ
り
強
力
で
あ
る
。

(
S
)
 
教
典
は
実
行
者
の
能
力
を
予
想
し
て
行
祭
(
業
)
を
規
定
す
る
が
、
そ
れ
ら
行
祭
が
無
常
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
る
。

ま
た
老
齢
に
言
及
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
能
力
を
予
想
す
る
行
祭
は
無
常
で
あ
る
。

教
典
は
行
祭
と
そ
の
捨
離
(
放
棄
)
の
両
方
を
説
い
て
い
る
か
ら
、
相
互
に
否
定
し
あ
う
(
矛
盾
し
て
い
る
)
。

(
P
〉
否
。
二
つ
の
教
典
の
説
が
衝
突
し
て
共
に
採
用
で
き
な
い
場
合
に
は
、
二
者
択
一
か
順
序
か
が
あ
る
。
天
啓
聖
典
と
古
伝

聖
典
が
衝
突
す
る
場
合
に
は
、
天
啓
が
よ
り
有
力
で
あ
る
。
捨
離
(
行
祭
の
放
棄
)
は
古
伝
聖
典
の
規
定
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し、

ま
の
場
合
、
二
者
択
一
も
順
序
も
あ
て
は
ま
ら
な
い
。

(
S〉

教
典
は
捨
離
(
行
祭
の
放
棄
)
を
命
じ
て
い
る
。

〔
同
ね
な
お
守
h
N
E

句、・
N
l
ω
w

出
典
未
詳
、

n
b
q
芯-き
huEa句、・u・

5
・
H
l
N
(
神
路
の
記
述
)
、

切
る
お
h
H
N
S
G
S
s
b
h
H
E
句、・
AH
・仏・
M
M

を
引
用

す
る
ou

(
P〉

行
祭
の
実
践

(
S
E
E
S守
陣

E
)
に
つ
い
て
は
天
啓
聖
典
の
中
の
規
定

(
4
5
F
儀
軌
)
が
あ
る
が
、
捨
離
(
行
祭
の
放

棄
)
に
つ
い
て
は
天
啓
聖
典
の
中
の
釈
義

(ω
丘
町
宮
-
包
色
、
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
実
践
は
す
ぐ
れ
て
い
る
が
放
棄
(
件
Bim-m)
で
は

「、、。

ふ
J

，一
vv'" S 

'-./ 

規
定
(
儀
軌
)
と
は
何
か
。
釈
義
と
は
何
か
。

(
P〉

規
定
(
儀
軌
)
と
は
行
祭
の
規
定
を
目
的
と
す
る
も
の
と
し
て
新
得
力
(
告
白

Hg)
を
教
示
す
る
。
釈
義
と
は
規
定
さ
れ

た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
讃
美
(
由

E
S
で
あ
る
。

讃
美
を
聞
く
と
、
果
を
求
め
る
祭
主
の
た
め
に
、
規
定
が
明
ら
か
に
な
る
。
こ
こ
で
利
を
欲
す
る
も
の
は
活
動
J

守
す
る
。

ω与
問
知
的
品
目
山
口
包
足
M

W

H

・M
・
3

(
の
同
・

(
S
)
 
否
。
捨
離
(
行
祭
の
放
棄
)
は
成
立
す
る
。
何
と
な
れ
ば
捨
離
を
伝
統
説
は
讃
美
す
る
か
ら
。

釈
義
が
捨
離
を
讃
美
し
て
、

し
か
も
捨
離
を
明
ら
か
に
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
釈
義
は
無
用
と
な
ろ
う
。

(
P
)
 
ヴ
ェ
ー
ダ
の
一
部
で
も
無
意
味
だ
と
い
う
な
か
れ
。

(
S〉

い
ず
れ
に
せ
よ
捨
離
は
成
立
す
る
。
ま
ず
、
伝
統
説
(
ヴ
ェ
ー
ダ
)
は
、
規
定
さ
る
べ
き
も
の
と
し
て
捨
離
を
讃
美
す
る

の
か
、
規
定
ざ
る
べ
き
で
な
い
と
し
て
捨
離
を
讃
美
す
る
の
か
。
前
者
な
ら
ば
捨
離
が
成
立
す
る
。
後
者
な
ら
ば
捨
離
の
讃
美
に

お
い
て
目
的
、
が
あ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
な
い
。

次
に
、
伝
統
説
は
真
実
の
意
味
と
し
て
捨
離
を
明
ら
か
に
す
る
の
か
、
非
真
実
の
意
味
と
し
て
捨
離
を
明
ら
か
に
す
る
の
か
。

前
者
な
ら
ば
、
不
死
性
を
得
し
め
る
(
凶
目
立

EJ1中
古
品
宮
}
内
印
)
捨
離
を
採
用
し
な
い
理
由
|
l
i
し
か
も
対
象
へ
の
貧
欲
と
は
別
の

理
由
ー
ー
を
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
も
な
い
。
後
者
な
ら
ば
人
は
至
福
よ
り
脱
落
す
る
し
、
伝
統
説
が
利
益
を
求
め

る
生
類
を
救
う
で
あ
ろ
う
、

と
い
う
こ
と
は
正
し
く
な
い
こ
と
に
な
る
。

ま
た
ヴ
ェ
ー
ダ
に
規
定
さ
れ
た
こ
と
だ
け
を
行
う
べ
き
で
あ
る
|
|
讃
美
さ
れ
た
こ
と
を
行
わ
な
い
ー
ー
と
い
う
こ
と
は
確
定

し
て
い
な
い
。
規
定
な
し
に
讃
美
だ
け
が
行
為
を
な
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
、
と
い
う
場
合
が
あ
る
。

も
し
ヴ
ェ
ー
ダ
が
真
実
あ
る
い
は
不
真
実
を
語
る
(
例
え
ば
、
非
真
実
の
意
味
と
し
て
捨
離
を
讃
美
す
る
)
な
ら
ば
、

ヴ
ェ
ー
ダ
の
文

イ
ン
ド
哲
学
に
お
け
る
知
と
行
(
村
上
真
完
)

九



イ
γ
ド
哲
学
に
お
け
る
知
と
行
(
村
上
真
完
)

。

章
に
も
疑
い
が
付
随
し
て
し
ま
う
。
こ
の
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

釈
義
は
規
定
の
一
部
で
あ
る
と
汝
は
承
認
し
て
い
る
。

従
っ
て
捨
離
に
つ
い
て
の
伝
統
説
は
釈
義
で
あ
る
と
認
め
て
規
定
で
も
あ
る
と
推
論
す
べ
き
で
あ
る
。

(
P〉

捨
離
を
説
い
て
い
る
伝
統
説
は
規
定
で
あ
る
と
認
め
な
い
か
ら
過
失
は
な
い
。

(
S〉

伝
統
説
は
種
々
な
る
区
別
が
あ
る
か
ら
、
捨
離
を
説
い
て
い
る
伝
統
説
が
規
定
で
あ
る
と
認
め
る
の
に
努
力
す
べ
き
で

あ
る
。
汝
が
「
規
定
が
実
在
す
る
か
ら
行
為
か
主
要
な
る
も
の
で
あ
る
」
と
言
っ
た
こ
と
も
正
し
〈
な
い
。

(
P
)
 
こ
の
よ
う
に
な
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
教
示
さ
れ
て
い
な
い
か
ら

(
E
W
R
E
4可
凶
器
ロ
ロ
宮
骨
断
片
)
捨
離
は
あ

り
え
な
い
〈

gロロ吋仰白川
E
C
U
m唱え片山)。

S 
¥J  

否
。
こ
の
よ
う
に
な
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
な
い
の
が
捨
離
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
、

い
か
な
る
教
典
が
教

示
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
な
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
限
り
、
教
典
は
そ
れ
を
捨
離
の
部
分
(
白
山
口
ロ
ユ
由
主
宮
)
と
し
て
教
示
す

る
。
〔
出
向
還
を
き
・
句
、
・
H

・M
-
己
を
引
用
し
解
釈
す
る
。
〕

ま
た
捨
離
は
こ
の
よ
う
に
な
す
べ
き
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
『
マ
ヌ
法
典
』
等
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
(
℃
℃
-
H
O
H曲
l

呂
田
取
意
要
約
〉

以
上
が
捨
離
(
H
行
祭
の
放
棄
)
の
是
非
を
め
ぐ
る
議
論
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
反
対
論
(
P
〉
は
捨
離
を
否
定
す
る
議
論
を
「
教
典
の

い
う
こ
と
は
必
ず
な
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
立
場
か
ら
始
め
る
。
こ
こ
に

『
凡
そ
供
火
祭

(mmDHVO可
m)
と
新
満
月
祭
(
島
広
若
宮
品
mgmwmm)
と
は
、
老
死
に
終
る

CmH品
目
mH弓
♂
ま
た
は
老
を
限
り
と

す
る
)
サ

v
ト
ラ
(
由
巳

E
H
S仲
可
釦
)
祭
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
老
に
よ
っ
て
、
ま
た
死
に
よ
っ
て
、
こ
の
サ
y

ト
ラ
祭
か
ら
解
放
さ

れ
る
よ
(
匂
-
H
O
H
?
ロ)

『
こ
こ
に
諸
の
業
(
行
祭
)
を
な
す
も
の
の
み
、
百
年
を
生
き
よ
う
と
願
う
ベ
し
』
守
・

5
J
(
H
L
a
ι
叫
ん
包
-
N

与
)

と
い
う
こ
つ
の
引
用
が
あ
る
。
前
の
引
用
は
足
w
s
e
苦
向
-
Mぬ丹、
h
H
(
h
h
M
O
N
・品
-AF

に
対
す
る

ω与
R

S

品
目
宮
の
註
釈
に
引
か
れ
る

文
に
等
し
い
。

シ

T
ハ
ラ
ス
ヴ
ァ
l
ミ

γ
は
行
祭
ほ
随
意
骨
帥

SM可
m-也
m
g
p
随
意
説
)
で
は
な
く
、

必
ず
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ハロ守州
HEm--umgp)
決
定
説
)
と
い
う
趣
旨
に
お
い
て
、

こ
れ
を
引
く
の
で
あ
る
。

こ
の
引
用
は
き
官
官
s
a
-
W
R
H
N
・品
-
H
-
H
(
〉・

当
o
Zべm
包
-
H
V
-
s
o
?
J

に
由
来
し
て
い
る
が
、
や
や
相
違
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
新
満
月
祭
の
語
を
出
さ
な
い
。

シ
ャ
ン
カ
ラ
は

N
W
ミ』
w
s
h
H
，.記
H
S
(
同
混
と
略
)
ω
-
A
H
・4

の
註
釈
で
、
前
記
の
加
利
-
q
k
v
N

と

b
a
H
b
k
v
b
H
b
n
H
・旬、・

H
N
-
A
F
-
r
H

を
引

『
明
知

(ia苫
-w

明
)
は
行
祭
(
業
)
の
補
遣
で
あ
る

(
W
R
E中
珍
宮
守
m
w
)
』
と
い
う
説
の
根
拠
と
し
て
引
く

い
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、

の
で
あ
る
。
そ
の
説
は
匂
め

ω
-
P
N

の
一
『
民
自
宮
山
説
に
連
続
し
て
お
り
、
ミ

1
マ
l
y
サ
l
派
の
主
張
と
考
え
ら
れ
、
さ
き
に
触
れ

た
シ
ャ
パ
ラ
ス
グ
ァ

I
ミ
シ
に
関
係
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

反
対
論
者
〈
P
〉
は
聖
典
(
教
典
)
の
権
威
の
上
下
関
係
に
言
及
し
つ
つ
、

捨
離
を
否
定
す
る
論
理
を
述
べ
る
。

ま
ず
、

天
啓
聖
典

(
恥
皇
位
)
と
古
伝
聖
典

(m自
立
山
)
と
で
は
前
者
が
有
力
で
あ
る
が
、
捨
離
は
後
者
の
規
定
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
天
啓
聖
典
も

捨
離
を
命
じ
て
い
る
と
(
S
)
は
主
張
す
る
。
そ
こ
で
(
P
)
は
天
啓
聖
典
(
ヴ
ェ
ー
ダ
)
に
は
規
定
〈
i
a
F
儀
軌
)
と
釈
義
〈
ω
2
v
m・4
・mE
m
w
)

と
が
あ
る
が
、
前
者
が
重
要
で
あ
り
、
釈
義
は
規
定
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
讃
美
(
田

E
S
に
す
ぎ
な
い
の
に
、

行
祭

の
実
践
に
つ
い
て
は
規
定
が
あ
る
が
、
捨
離
に
つ
い
て
は
釈
義
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
、
と
い
う
。

こ
れ
に
対
し
て
自
説
(
S
〉
と
し
て
は
、
天
啓
聖
典
が
捨
離
を
讃
美
し
て
い
る
以
上
、
捨
離
が
成
立
す
る
と
論
ず
る
。

イ
ン
ド
哲
学
に
お
け
る
知
と
行
(
村
上
菓
完
)



イ
ン
ド
哲
学
に
お
け
る
知
と
行
(
村
上
宣
言
ん
)

最
後
に
、
こ
の
よ
う
に
な
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
官
房
山
広
告
-
可

mgw
当
為
)
が
教
示
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、

捨
離
は
成
立
し

な
い
と

(
P
)
は
い
う
が
、
そ
れ
に
対
し
て

(
S
〉
は
、
な
す
べ
き
こ
と
の
な
い
の
が
捨
離
で
あ
る
と
も
い
い
、
ま
た
、
な
す
べ
き
こ
と
が

あ
る
限
り
、
教
典
は
そ
れ
を
捨
離
の
一
部
分
と
し
て
教
示
す
る
、

と
し
て
典
拠
を
示
す
。

捨
離

(mmロ
ロ
可
倒
的
問
)
は
出
家
、
遁
世
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
以
上
の
議
論
は
行
祭
の
放
棄
と
い
う
点
に
お
い
て
進
行
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
出
家
、
遁
世
を
も
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
、
典
拠
と
し
て
引
か
れ
る
聖
典
の
文
句
な
ど
か
ら
も
、
う
か
が
わ
れ

る
。
捨
離
は
四
住
期
(
忠

E
g
m
)
の
第
四
の
遊
行
期
(
忘
丘
三
忠
吉
)
の
生
き
方
で
あ
る
。

N
W
め
ω・仏
-
E
i
N
O
に
対
す
る
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
註
釈
に
は
、
禁
欲
の
行
者
(
母
昏
g
z
B
g
m
w
精
液
を
上
方
に
留
め
る
者
)
の
生
活
た

る
遊
行
期
の
生
活
を
実
践
す
べ
き
か
否
か
が
論
ぜ
ら
れ
る
。
ジ
ャ
イ
ミ
ニ
(
守
山
自
由
巳
)
は
否
定
し
バ

l
ダ
ラ
l
ヤ
ナ
〈
切
包

RmqymHE)

は
肯
定
す
る
と
い
う
。
前
者
は
家
住
期
を
重
ん
じ
、
遊
行
期
に
つ
い
て
は
天
啓
聖
典
の
規
定
(
儀
軌
)
も
な
く
、

む
し
ろ
天
啓
聖
典
は
他

の
住
期
(
遊
行
期
)
を
非
難
し
て
い
る
と
い
う
(
白
色
切
∞

ω・A
H

・H
∞)(
5
)
O

五

消

滅
〈
無
常
〉

S 

業
(
片
山
門
尽
き
w

特
に
行
祭
)
は
永
遠
で
は
な
い
。
「
天
啓
聖
典
に
従
う
因
(
H
苦
誠
の
方
法
た
る
行
祭
)
は
確
実
で
な
い
」

と
い
う
こ
と
は
真
実
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
業
(
行
祭
)
の
果
が
承
認
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
で
な
い
と
輪
廻
が
な
い
こ
と
に
な

り
、
不
都
合
と
な
る
。

(
P
)
 
天
啓
聖
典
に
従
う
苦
滅
の
方
法
た
る
行
祭
が
確
実
で
な
い
と
、
ど
う
し
て
推
論
さ
れ
る
か
。

(
S
)
 
行
祭
に
は
滅
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
(
町
宮
MU--mgFω
宮古
E

乱
H
H
5
三
}
弓
倒
。
。

〈

P
)

前
の
め
同
同
門
同
に
「
究
極
的
で
な
い
」
と
い
っ
た
か
ら
、
更
に
誠
と
い
う
こ
と
は
無
用
で
あ
ろ
う
。

行
祭
に
お
け
る
誠
と
の
結
合
は
ど
の
よ
う
に
推
論
さ
れ
る
か
。

S 
'J  

誠
と
の
結
合
は
、

祭
杷
の
支
分
(
獣
や
餅
等
)
が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ま
た
業
(
行
祭
)
に
よ
る
輪
廻
が
認
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
。
も
し
業
(
行
祭
)
の
不
滅
の
果

(wmRHH65ω
苫
巴
息
切
宮
内
戸
目
白
)
が
実
現
さ
れ
る
な
ら
ば
、
輪
廻
が
認
め

ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
手
う
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。

(
P
)
 
ヴ
ェ
ー
ダ
の
言
葉
の
力
か
ら
行
祭
は
永
遠
で
あ
る
。

『
〔
ヴ
ェ
ー
ダ
の
〕
一
言
葉
の
い
う
こ
と
は
我
々
の
根
拠
で
あ
る
』

(hhsaE
喝、hNH
・H
-
Y

同
庄
町
。

5
.
3仏・日】
-
H
H
H
l
J
。

去
を
越
え
る
』
(
広
・

5
・
3・
F
h
h塁
手

3
・
ミ
・

53-b・
s
-
r
g
『
悪
(
罪
)
を
越
え
る
』
(
ミ
ミ

tsb・
s-ω-M-C)

ヴ
ェ
ー
ダ
の
言
葉
は
こ
の
因
(
H
行
祭
)
は
不
死
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

と
い
っ
て
い
る
。

S 
'J  

否
。
他
の
ヴ
ェ
ー
ダ
の
言
葉
と
矛
盾
す
る
。
即
ち
行
祭
は
無
常
で
あ
る
と
ヴ
ェ
ー
ダ
は
承
認
す
る
。
二
道
説
の
祖
道
を

た
ど
る
者
は
「
祭
-
耐
と
善
行

(
Z宙開】ロユ
O
)

は
布
施
で
あ
る
」
と
崇
拝
観
想
す
る
者
で
あ
っ
て
、

死
後
月
界
に
達
し
て
か
ら
、
再

び
雲
と
な
っ
て
雨
と
な
っ
て
降
り
、
植
物
に
生
ま
れ
、
食
物
と
し
て
男
に
食
わ
れ
て
精
液
と
な
る
(
町
ぎ
お
き
与
や
句
、
・

u
・

s・
ω

1
8。
こ
こ
で
祭
組
の
果
は
無
常
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

(
P
)
 
行
祭
は
永
遠
で
あ
る
と
も
無
常
で
あ
る
と
も
両
様
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
教
典
は
矛
盾
し
て
い
る
。

否
。
天
啓
聖
典
が
不
可
能
な
こ
と
を
命
ず
る
と
こ
ろ
で
は
他
の
意
味
を
考
え
る
。
〔

ωmtmgm品
目
吉
山
円
二

bss志向・

S 
'J  

め
号
、
h
H
H
・M
-
Y
H
・M
-
N

と
同
文
引
用
。
〕
行
祭
が
永
遠
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
教
典
に
つ
い
て
は
比
聡

(σ
伊
山
富
山
)
と
し
て
他
の
意

味
を
考
え
よ
う
。

イ
ン
ド
哲
学
に
お
け
る
知
と
行
(
村
上
真
完
〉



イ
ン
ド
哲
学
に
お
け
る
知
と
行
(
村
上
真
完
)

四

(
P〉

別
に
行
祭
が
無
常
で
あ
る
と
説
く
教
典
に
つ
い
て
も
比
聡
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

S 
'-../ 

否
。
行
祭
の
果
の
消
誠
に
つ
い
て
比
聡
と
考
え
ら
れ
る
と

(
u
つ
ま
り
、
行
祭
が
無
常
で
あ
る
と
は
比
験
的
で
あ
っ
て
、

実
は
行
祭
が
永
遠
で
あ
る
と
す
る
と
)
あ
ら
ゆ
る
認
識
根
拠
と
矛
盾
す
る
。

ま
ず
、
輪
廻
が
み
と
め
ら
れ
る
か
ら
、
行
祭
が
永
遠
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
直
接
知
覚
(
現
量
)
と
矛
盾
す
る
。
第
二
に
祭
租
の

部
分
の
限
定
が
あ
る
の
で
部
分
を
有
す
る
祭
租
が
永
遠
で
あ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
か
ら
、
推
論
(
比
量
)
と
矛
盾
す
る
。
第
三
に

聖
言
量
と
矛
盾
す
る
。
天
啓
聖
典
に
は
、
祭
相
等
を
行
っ
た
者
が
死
後
祖
道
を
進
む
と
き
に
「
煙
に
な
る
」

(
n
b
S主
将
司
令
・
円
程
・

u
・
5
・ω)
と
い
う
か
ら
で
あ
る
。

逆
に
行
祭
が
永
遠
で
あ
る
と
い
う
の
は
比
聡
的
で
あ
る
と
考
え
る
と
、
以
上
の
よ
う
な
過
失
は
お
こ
ら
な
い
。

ど
の
よ
う
に
比
聡
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
。

(
P〉S '-../ 

行
祭
に
よ
っ
て
「
死
を
越
え
る
」
と
い
う
の
は
、
絶
対
的
に
死
を
越
え
る
の
で
は
な
く
、
長
時
間
死
を
越
え
る
の
で
あ

る
。
長
時
間
に
対
し
て
永
遠
と
い
う
語
が
比
験
的
に
用
い
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
行
祭
は
滅
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
成
立
す
る
。
(
宅
・
呂
田
l
N
O
田)

以
上

サ

l
ン
グ
ヤ
派
(
S
)
は
行
祭
〔
の
果
〕
は
永
遠
で
は
な
く
、
消
誠
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
確
実
な
苦
誠
の
方
法
た
り
得
な

ぃ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
祭
杷
の
支
分
が
限
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
祭
把
は
有
限
で
あ
る
し
、
行
祭
(
業
)
に
よ
る

輪
廻
が
認
め
ら
れ
る
。
教
典
も
、
例
え
ば
祭
杷
等
に
よ
っ
て
人
は
死
後
月
界
に
達
し
て
後
再
び
雨
と
な
っ
て
地
上
に
降
り
、
植
物
に
生

ま
れ
、
男
に
食
わ
れ
精
液
と
な
る
等
、
輪
廻
が
あ
る
こ
と
(
祖
道
)
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
行
祭
は
無
常
で
あ
る
こ
と
を
ヴ
ェ
ー
ダ
の
言

葉
は
承
認
し
て
い
る
の
で
あ
る
、

と
い
、
っ
。

一
方
、
反
対
論
(
P
)
は
典
拠
と
な
る
ヴ
ェ
ー
ダ
の
言
葉
は
行
祭
に
よ
っ
て
「
死
を
越
え
る
」
な
ど
と
説
い
て
い
る
か
ら
、
行
祭
は
永

遠
で
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
に
対
し
て

(
S
〉
は
ヴ
ェ
ー
ダ
が
行
祭
は
無
常
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
例
(
祖
道
)
を
あ
げ
る
。

こ
の
よ
う
な
教
典
の
矛
盾
に
つ
い
て
、

(
S
)

は
行
祭
が
永
遠
で
あ
る
と
教
典
が
説
い
て
い
る
の
は
、
比
除
的
な
意
味
で
あ
る
と
考
え

る
。
逆
に
行
祭
が
無
常
で
あ
る
と
い
う
の
を
比
験
的
な
意
味
で
あ
る
と
考
え
る
と
、
前
掲
の
よ
う
に
す
べ
て
の
認
識
根
拠
と
矛
盾
す
る
。

そ
こ
で
行
祭
に
よ
っ
て
「
死
を
越
え
る
」
と
い
う
の
は
、
絶
対
的
に
死
を
越
え
る
の
で
は
な
く
、
長
時
間
死
を
越
え
る
、

と
い
う
意
味

だ
と
い
う
。

..... ー~、

優

越
(
優
劣
)

天
啓
聖
典
の
定
め
る
行
祭
に
は
「
優
越
と
の
結
合
」
(
山
片
山
首
苫
巴
命
。
哲
)
が
あ
る
と
い
う
。
祭
組
を
行
っ
て
も
そ
れ
よ
り
優
越
し
た
祭

間
が
あ
り
う
る
し
、
そ
れ
ら
の
果
に
は
当
然
に
優
劣
の
差
が
あ
る
。
〔
優
劣
が
あ
れ
ば
、
不
平
や
嫉
妬
の
苦
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
〕
(
6
)

優
越
が
あ
る
理
由
と
し
て
、
行
為
が
反
復
さ
れ
る
こ
と
、
祭
記
の
支
分
に
優
越
が
あ
る
と
い
う
。

こ
れ
に
対
し
て
反
論
者
(

P

)

は
神
格
が
行
祭
の
支
分
で
あ
る
か
ら
、
行
祭
に
は
誠
と
優
越
は
な
い
、

と
い
う
。
が
、
神
格
が
無
限
定

で
あ
る
こ
と
は
証
明
を
要
す
る
。
結
局
『
凡
そ
ヴ
ェ
ー
ダ
に
説
か
れ
る
行
祭
(
付
何
回
円
吉
川
凶
P
業
)
を
行
っ
て
、

目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
。
生
類
を
滅
す
る
因
た
る
供
犠
祭
(
対
日
宮
)
に
よ
っ
て
か
。
ど
の
よ
う
に
し
て
な
の
か
』
(
℃
-
N
O
M
-
-
E
)

と
い
う
批
判
と
な

り
、
究
極
的
な
因
(
手
段
)
と
し
て
の
行
祭
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

行
祭
に
つ
い
て
は
『
凡
そ
身
体
が
〔
そ
の
行
祭
の
〕
支
分
で
な
い
よ
う
な
、

い
か
な
る
行
祭
(
業
)
も
な
い
』
(
匂
-
N
O
N
7
3
と
い
っ
て
、

行
祭
と
身
体
と
の
不
離
の
関
係
を
考
え
て
い
る
が
、
『
ア
I
ト
マ
ン
(
我
、
霊
一
我
)
は
行
為
(
行
祭
の
行
為
)
の
支
分
で
は
な
い

(
E
S
E
R
E
m
w

イ
ン
ド
哲
学
に
お
け
る
知
と
行
(
村
上
真
完
)

一五



イ
ン
ド
哲
学
に
お
け
る
知
と
行
(
村
上
真
完
)

二ハ

宵
qmvpmω5・
n
E
W
E
S同
広
卦
ち

-Nω3・
司
自
向
日
OM1mw
勢
同

u
-
N
O
S
E
S
-梓
Bmww吋
qmw沙
問

E
S
E
-
〔
霊
我
は
〕
中
立
無
関
心
な
る

も
の
だ
か
ら
官
倉
田
宮
巳

4R)』
と
い
う
。
霊
我
が
中
立
無
関
心
な
る
こ
と
は
伺
内
包
に
明
言
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
こ
に
は
、

ア
ー
ト
マ
ン
が
行
祭
(
祭
組
)
の
支
分
で
あ
る
と
い
う
ミ

l
マ
l
ン
サ

1
派
の
見
解
と
反
対
の
立
場
を
表
明
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

-whwω-AF・N
に
は
ジ
ャ
イ
ミ
ニ
の
見
解
が
出
さ
れ
る
が
、

シ
ャ

γ
カ
ラ
の
註
釈
に
は

『〔ア
l
ト
マ
シ
(
我
)
は
〕
能
作
者
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ア
ー
ト
マ

γ
は
行
祭
(
業
)
の
補
遣
で
あ
る
か
ら
符
司
自
中
官
官
守
見
)
、

そ
の
〔
ア
l
ト
マ
ソ
の
〕
認
識
も
ま
た
(
中
略
)
:
:
:
行
祭
(
業
)
と
結
び
つ
い
て
い
る
だ
け
で
あ
る
』

と
い
h

っ。
ア
ー
ト
マ
ン
が
能
作
者
(
行
為
主
体
)
で
あ
る
こ
と
を
、

サ
l
y
ク
ヤ
派
は
否
定
す
る
。
さ
き
の
Y
の
記
述
は
、

シ
ャ
ン
カ
ラ

が
紹
介
す
る
よ
う
な
ミ

l
マ
l
γ

サ
l
派
の
見
解
(
ジ
ャ
イ
ミ
ニ
の
見
隼
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

七

む

す

び

以
上
の
よ
う
に
Y
は
行
祭
の
批
判
を
し
た
後
、
め
同
門
N

の
後
半
の
解
釈
に
移
行
す
る
。

Y
の
解
釈
に
従
え
ば
句
同
N

後
半
の
初
め
は

『
そ
れ
(
自
行
祭
の
規
定
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
生
天
を
得
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
果
)
の
反
対
な
〔
解
脱
〕
が
よ
り
す
ぐ
れ
て
お

り
〔
清
浄
に
し
て
不
滅
、
無
上
で
あ
る
〕
』
(
仲
包
・

4
e
Rロ
喜
一
恥

Ha智
)

と
い
う
意
味
と
な
る
。
こ
れ
は
Y
独
特
の
解
釈
で
あ
る
。
ま
ず
、
「
そ
れ
の
反
対
」
を
同
ヨ
ミ
き
怠
ぬ
ミ
ミ
ミ
h

叫
闘
を
除
く
他
の
全
て
の
註
釈

書
は
、
「
日
常
経
験
的
な
苦
誠
方
法
と
天
啓
聖
典
に
従
う
苦
誠
方
法
の
両
方
の
反
対
の
苦
誠
方
法
」
の
意
味
に
解
し
て
い
る
。
同
ヨ
ミ
き
や

W
Q
S
S
S叫
刷
は
「
天
啓
聖
典
に
従
う
苦
減
方
法
」
と
解
し
て
い
る
。

Y
と
部
分
的
に
一
致
す
る
が
、
苦
滅
方
法
と
す
る
点
で
違
う
。

Y

の
み
は
果
と
し
て
の
生
天
と
解
脱
と
を
対
比
し
て
い
る
。

そ
こ
で
解
脱
は
い
か
に
し
て
得
ら
れ
る
か
、
と
い
う
と
、
霊
我
守
口
言
包
)
と
勝
因
(
℃

gaFm山
口
問
)
と
の
結
合

(g召
句
。
mmC
が
な

い
か
ら
で
あ
る
。

結
合
が
な
く
な
る
こ
と
、

す
な
わ
ち
「
分
離
(
(
己
苦
肉
釦
)
は
い
か
な
る
因
か
ら
あ
る
の
か
」

(7}
と
い
う
問
い
に
対

す
る
答
え
と
し
て
、
め
同
N

の
最
後
句
が
引
か
れ
る
。
即
ち

『
顕
現
・
未
顕
現
(
勝
因
)
・
知
者
(
霊
我
)
の
認
識
か
ら
』

(43wg-宮
司
島
片
山
吉
田

a4tgロ曽)(也・
N
H
H
O
)

と
。
結
局
、
『
知
に
よ
っ
て
解
脱
が
あ
る

G
Bロ
m
E
B
0
5
m
g
と
い
う
こ
と
が
成
立
す
る
』
宕
-
M
H
3

と
い
い
、
ま
た
典
拠
と
し
て
天

啓
聖
典
同
】
ミ
な
待
相
官
h
N

・句、
-
M
-
H
・一回・品・

7
・
宮
崎
町
思
遺
言
さ
・
句
、
・

ω・∞
-
n
b
S暗
号
崎
、
や
円
程
・
斗
-
H
・
ω
等
を
引
く
。
こ
こ
で
、
知
を
説
く

聖
典
か
ら
不
死
が
得
ら
れ
る
な
ら
、
祭
事
行
為
を
説
く
聖
典
は
無
用
と
な
る

(
P〉
。
行
祭
が
必
ず
な
す
べ
き
で
あ
る
な
ら
知
を
説
く
聖

典
は
無
用
と
な
る

(
S
〉
、
と
い
う
議
論
を
承
け
て
、
反
対
論
(
P
)
は
知
と
行
祭
と
の
併
合

G
B
H
F
W
R
E
Z
O
H
M
S自
己

R
a
m
F
知

行
併
合
説
)
(
旦
を
主
張
す
る
。

こ
れ
を
も
ハ
S
)
は
否
定
す
る
(
輪
廻
の
否
定
に
な
る
。
教
典
に
相
違
す
る
。
知
と
行
祭
と
の
果
が
異
な
る
)
議
論

を
進
め
て
い
る
。
以
下
に
つ
い
て
は
別
に
論
及
し
た
い
。

以
上
の
よ
う
に
、

Y
は
グ
ェ

l
ダ
の
規
定
す
る
行
祭
に
対
し
て
は
積
極
的
な
意
味
を
認
め
ず
、
た
だ
知
の
み
が
解
脱
を
も
た
ら
す
(9)
、

と
い
う
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
趣
旨
は
め
同
と
そ
の
註
釈
書
類
に
も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
行
祭
と
の
対
決
と

い
う
形
で
、
し
か
も
聖
典
を
典
拠
と
し
、
聖
典
の
解
釈
法
に
も
と
づ
い
て
論
を
進
め
た
の
は
Y
の
特
色
を
な
す
と
考
え
ら
れ
る
。

(
1
)
 

こ
の
問
題
の
発
端
は
五
火
二
道
説
と
そ
の
解
釈
に
も
見
ら
れ
る
。
拙
稿
「
五
火
二
道
説
の
展
開
」
(
『
印
仏
研
』
第
二
七
巻
第
二
号
四
七
頁
以

下
)
参
照
。

こ
の
中
宅
一
-
E恥
1
5
5

の
部
分
に
つ
い
て
は
、
中
田
直
道
「
祭
柁
の
規
定
と
し
て
の
ダ
ル
マ
と
社
会
規
範
と
し
て
の
ダ
ル
マ
」
(
平
川
彰
博

(
2
)
 

イ
ン
ド
哲
学
に
お
け
る
知
と
行
(
村
上
真
完
)

七



イ
ン
ド
哲
学
に
お
け
る
知
と
行
(
村
上
真
完
〉

八

7 6 

士
還
暦
記
念
『
仏
教
に
お
け
る
法
の
研
究
』
)
が
和
訳
研
究
し
て
い
る
。

高
木
諦
一
五
『
「
数
論
偶
」
第
二
領
に
対
す
る
一
考
察
i
数
論
の
起
原
!
』
(
『
密
教
文
化
』
第
七
一
・
七
二
号
ご
五

O
頁
参
照
。

Y
に
お
け
る
引
用
は
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
頃
の
も
の
に
及
ん
で
い
な
い
よ
う
だ
。
認
識
論
に
お
い
て
Y
は
陳
那
に
触
れ
る
が
法
称
に
は
触
れ
な
い
。

但
し
中
田
直
道
博
士
は
、

Y
は
法
称
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
(
中
村
元
還
暦
記
念
論
集
『
イ
ン
ド
思
想
と
仏
教
』
四
O
頁。州、同】・品
C
M
U

昌
弘
-

H
h
N
~
v
H
.

誌、S
M
-
】ミ)。

正
信
公
章
「
〈
邑
智
S
学
者
思
戸
山
田
冨
円
曲
の
研
究

(
1
)
1
l
F巴
g
g
の
切
S
F自
由

ω
2
5
5山
田
習
に
言
及
さ
れ
る
一
一
呉
見
を
め
ぐ
っ

て
|
|
じ
(
『
印
仏
研
』
第
二
七
巻
第
二
号
九
三

O
頁
以
下
)
参
照
。

』h
a
b
むさ
EH
、
宮
町
小
川
町
品
安
容
し
て
お
・
ミ
ミ
(
て
日
)
、
記
憶
容
し
E
-
p
b
H
b
H
千
平
ミ
(
ボ
)
参
照
。

結
合
(
回
世
召
U
3
M
阿
国
)
は
め
同
町
N
F
M
M
L
山
由
に
も
出
て
い
る
、
か
、
州
、
巴
h
・9
h品同誌

(
M
-
H吋

U
M
-
M
ω
t
N
由
)
に
説
か
れ
る
と
こ
ろ
が
、
今
の
Y
の
説

に
近
い
よ
う
だ
。

『
印
仏
研
』
第
二
八
巻
第
一
号
(
昭
和
五
四
年
十
二
月
)
一
六
J
一
一
一
頁
に
「
知
行
併
合
説

(
8
5
5
8百
占
削
品
目
)
」
と
題
し
て
掲
載
。

拙
著
『
サ
I
ン
ク
ヤ
哲
学
研
究
|
|
イ
ン
ド
哲
学
に
お
け
る
自
我
観
|
|
』
(
春
秋
社
、
昭
和
五
三
年
)
第
三
章
お
よ
び
第
七
章
参
照
。

(
3
)
 

(
4
)
 

(
5
)
 

(
8
)
 

(
9
)
 

部
派
仏
教
の
修
行
道
論

フk之
本不

章

司

先
に
筆
者
は
、
『
有
部
阿
毘
達
磨
仏
教
に
お
け
る
四
諦
説
』
(
1
)

と
『
南
方
上
座
部
の
行
道
論
』
(
2
)

と
い
う
こ
論
に
お
い
て
、
説
一
切

有
部
と
南
方
上
座
部
の
修
行
体
系
と
そ
の
理
念
を
整
理
し
、
そ
れ
ら
が
阿
含
・
ニ
カ

l
ヤ
か
ら
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
か
の
一
端
を
考

察
し
た
。
本
論
は
以
上
の
二
論
を
承
け
る
も
の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
こ
こ
に
い
う
部
派
仏
教
と
は
、
先
の
説
一
切
有
部
と
南
方
上
座
部

の
二
部
派
を
除
く
、
余
他
の
部
派
を
主
な
内
容
と
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
そ
れ
ら
の
部
派
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
を
考
察
す
る
た
め
の
文
献
資
料
が
皆
無
に
等
し
い
。

『
異
部
宗
輪
論
』
や

aa

同
E
V
M
F
4
ー巳吾ロ
w
w

な
ど
の
諸
部
派
の
学
説
を
紹
介
す
る
も
の
す
)
や
、
『
成
実
論
』
や
『
舎
利
弗
阿
毘
曇
論
』
な
ど
の
先
の
部
派
に
は

属
さ
な
い
と
見
ら
れ
る
論
書
(
4
)
、
あ
る
い
は
『
婆
沙
論
』
や
『
倶
舎
論
』
な
ど
が
引
用
し
、
破
折
す
る
他
部
派
の
思
想
な
ど
が
そ
の
主

な
資
料
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
修
行
道
論
の
考
察
の
た
め
に
は
、

い
ず
れ
も
断
片
的
資
料
た
る
を
免
れ
な
い
。
こ
れ
ら
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
部
派
が
ど
の
よ
う
な
修
道
理
念
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
な
修
行
体
系
を
持
っ
て
い
た
か
を
組
織
的
に
考
察
す
る
こ
と
は
到
底
不
可
能
で

あ
る
。

部
派
仏
教
の
修
行
進
論
(
森
章
司
)

九


